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   ・ 事例発表  ～墨田区立隅田小学校 田中 芳明 主任教諭～ 

▶ 今年度のまとめ  「経営支援部を機能させる校長のリーダーシップ」 

▶ 校務改善  ～意欲の向上～ 
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校務改善ＮＥＷＳ 

平成28年度校務改善表彰 

【学校・団体表彰】 

◆ 世田谷区立芦花小学校 

◆ 荒川区立汐入東小学校 

◆ 板橋区立高島第二小学校 

◆ 府中市立府中第三小学校 

◆ 昭島市立田中小学校 

◆ 昭島市立玉川小学校 

◆ 武蔵村山市立第一中学校 

 

【個人表彰】 

◆ 墨田区立隅田小学校 

     田中 芳明 主任教諭 

◆ 世田谷区立船橋小学校 

     壺井 智裕 主幹教諭 

◆ 小平市立小平第六中学校 

             吉田 功   副校長 

 「小中学校の校務改善推進プラン」の四

つ目の具体的方策である「意欲の向上」

の一環として、校務改善表彰を行っており

ます。 

 今年度は、校務改善において功績を上

げた学校・団体表彰で７校、個人表彰で

３名の方が受賞されました。 

   受賞者を代表して、墨田区立隅田小

学校主任教諭の田中先生より事例報告

をいただきました。 

 経営支援部のテーマを「教員の負担感軽

減と意欲の向上」とし、校務改善に取り組

みました。 

  今年度の成果として、①会議の精選等

によって時間に余裕が生まれ、放課後に

子供と関わる時間が増え、今まで以上に

信頼関係が深まったこと、②役割の明確

化、副主任制、若手研修など、様々な活

動を通して、全職員が意欲をもって仕事に

取り組むようになったことが報告されました。 

▶ 事例発表  墨田区立隅田小学校 「校務改善の具体的取組」 
   「自分の学校でもやってみたい！」と思えるような実践的な内容がたくさんありました。その一部を紹介します。 

職員朝会 火・金 8：25～8：35

・発言者は、前黒板に名前を書いて
おく。
・副校長の話を最初に持ってくるこ
とで、
重要連絡の時間を確保。

・校長は、主に回覧板を使って連絡
をする。
・発言は、緊急、重要なものだけ。
・連絡は、回覧板を使って周知。

×研究授業のあいさつ
×〆切の呼びかけ
×だらだら話す
×協議はなし

☛５分で終わることが多く、１時間目の開始時刻に
も遅れなくなった。

具体的な取組例２ 「職員朝会を短く！」
具体的な取組例１ 会議の効率化「ノー会議デー」

月 火 水 木 金

主に

３０分程度の
会議

会議なし
主に

１時間程度の
会議

会議なし
主に

３０分程度の
会議

委員会クラブ
が無い日は、
2：45～4：00
（１時間以上）

2：30～4：00
（１時間半）

3：20～4：00
（40分間）

●特別委員会
●体育実技研修会
●アレルギー
●卒業・就学
●特別支援委員会

●区小研
●企画会議
●３部会
●研究関係
●研修会

●３部会
●職員連絡会
●研究分科会
●児童理解

☛火曜・木曜の放課後に会議は入れない。
ここでも、子供を残すことができる。



校務改善ホームページ  

東京都教育委員会のホームページ 

下方にバナーがあります。 

 「平成28年度  第3回 校務改善推進会議資料」、「今年度の報告書」も順次掲

載予定ですので、ご覧下さい。 

▶ 今年度のまとめ 「経営支援部を機能させる校長のリーダーシップ」  

 平成24年3月に「小・中学校の校務改善推進プラン」が公表されて、今年度で５年が経過しました。 

平成25年度は「ICT」、平成26年度は「OJT」、平成27年度は「効率的かつ確実な業務遂行に向けた組織運営」を取組の柱としてきましたが、今年

度は、これらを実際に行う上での「校長先生のリーダーシップ」に焦点を当てて、校務改善への検討を重ねて参りました。 

 リーダーシップが発揮される場面を、【立上げの前段階】、【最適な組織づくりの段階】、【運用・改善の段階】と3つの段階に分け、それぞれどのような

リーダーシップを発揮したのかをインタビューやアンケートを通して調査し、経営支援部を機能させ、校務改善を進めていく際の方策をまとめました。 

 校務改善で大きな成果をあげ、校務改善表彰を受けられた校長先生が、どんなことに留意されていたかを知ることができると思いますので、是非ご活

用ください。 

 これらの内容は、今までに校務改善表彰を受賞された学校の校長先生方を対

象に行ったインタビューやアンケートをまとめたものです。お忙しい中、アンケートに御

協力くださいまして誠にありがとうございました。この場を借りてお礼申し上げます。   

 また、今後掲載予定の報告書には、昨年１1月に開催しました「校務改善推進

事業発表会」の参会者アンケートの集計結果も添付しましたので、合わせてご覧く

ださい。 

  ある学校の校長先生から次のような言葉をいただきました。「バケツに砂や石を

入れようとする時、最初に砂を敷いてしまうと、大きな石を入れようとしても縁よりは

み出してしまいます。しかし、最初に大きな石を入れて後から隙間に砂を入れていけ

ば、空洞を作ることなく平らにならすことができます。要はそうした段取りを組織的に

行うことによって、今ある業務を効率よく行うことができるのではないかと考えていま

す。」 

 「大きな石」は、各学校によって様々です。各学校の実態に応じた校務改善を

「重点を絞り込んで」、「スモールステップで」行うことが、成果をあげる近道のようで

す。 
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